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アプリストアの最新動向

アプリストアの方向性を決定づけた	 	
App	Store

世界的なスマートフォンの普及に伴い、端末と直結す
るアプリケーションストア（アプリストア）が、モバイルビ
ジネスの主戦場になりつつある。この方向性を決定づ
けたのが、アップルのiPhoneシリーズに採用された

「App Store」だ。App Storeは同社がiPodで培った音
楽配信の仕組みを、スマートフォンのアプリに応用した
もの。iTunes Storeのアカウントで、ワンストップのアプ
リ購入および管理を実現している。開発者は、サード
パーティーとして登録を行い、売り上げに応じてアップ
ルに30%の手数料を支払う仕組みを採用している。も
ちろん、iPhoneの登場以前にも、アプリを自由にインス
トールできるスマートフォンは存在したが、残念ながら
大きな成功は収められていない。App Storeのように配
信を一括して行う“場”がなかったことが、大きな要因
といえるだろう。

iPhoneをはじめとするiOS搭載デバイスの増加と比
例するように、App Storeの市場規模も急速に拡大して
いる。2012年3月には、アプリダウンロード数が250億を
突破。2011年7月の150億ダウンロードという数値を踏
まえると、加速度が日々増していることが分かる。250
億ダウンロードを突破した時点で、アップルはアプリ開
発者に対して40米億ドル（1米ドル＝80円で約3200億
円）を支払ったと発表。販売手数料の30%を加味する
と、3年間でおよそ57.1億米ドル（約4560億円）の売り上
げが発生したことが分かる。この時点でのiOSユーザー
は3億1500人。1人当たりの購入額は約18.1米ドル（約

1448円）で、ほかのプラットフォームと比べても非常に
高い実績を上げている。アップルは同様のデータを2011
年7月にも発表しているが、ユーザー1人当たりがアプリ
に費やす金額は微増している。一方で、App Store上に
あるアプリは55万本に拡大。開発者にとっての競争環
境も激化している。もちろん、アプリの市場規模にはま
だ伸びしろがあると考えられる。日本のモバイルコンテ
ンツ市場の規模は、2010年の実績値で6465億。App 
Storeの売り上げはこの規模に遠く及んでいないのが現
状だ。App Storeには日本で一般的だった月額制の継
続課金が未導入な上、キャリアの請求に合算する課金
方法にも対応していない。App Storeでは、アプリ1本に
対して利用権を与える「売り切り制」が主流だ。アプリの
中でアイテムや各種情報にアクセスするための権利を与
える「In App Purchase」にも対応している。これらに、
上記のような日本で主流の課金方法が加われば、市場
規模をさらに伸ばすことができるのかもしれない。

水平展開でシェアを伸ばす	 	 	
グーグルの Android

iOSの有力な対抗馬と目されているのが、グーグルが
主導するオープン・ハンドセット・アライアンスのAn-
droidだ。AndroidはOSが原則無料で、一定の条件を
クリアすればキャリアやメーカーが自由にカスタマイズ
を加えることができる。グーグルの展開する各種クラウ
ドサービスとの相性も非常にいい。こうした利便性や機
能性が評価され、Androidは幅広いメーカーに採用さ
れた。グローバルでは、サムスン電子やHTCといった

App Storeが市場けん引、追うGoogle Play
Windows PhoneやBlackBerryなど新プラットフォームにも注目

石野 純也　ケータイジャーナリスト
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メーカーがAndroid搭載のスマートフォンを開発して以
降、市場のシェアを一気に高めている。水平展開で端末
を増やしたことが功を奏し、Androidのシェアは急拡
大。今ではiOSを上回る規模に成長した。米国調査会
社のガートナーによると、2011年第4四半期のシェア
は、Androidが50.9%なのに対し、iOSは23.8%となっ
ている。全世界で販売されるスマートフォンの半分以上
がAndroidなのだ。日本でも状況に大きな違いはない。
インプレスR&D インターネットメディア総合研究所が
2012年1月に発表したデータによると、スマートフォン
におけるAndroidのシェアは60.9%で、iOSが36.3%と
なっている。BlackBerryやSymbianといった、他のプ
ラットフォームが台頭していなかったぶん、Androidや
iOSのシェアが全世界よりも高くなっているのが特徴と
言えるだろう。このAndoridにも、「Google Play」と呼
ばれるアプリストアがある。当初は「Android Market」
と呼ばれていたが、グーグルは2012年3月に名称を変
更。動画や電子書籍なども含めた総合ストアとしての
色合いを強く打ち出した。

ただし、現状ではOSのシェアに比例してアプリスト
アの規模が大きくなっているわけではない。CNNが
AndroidLibというサイトやアップルの決算データを独
自に収集、分析した2011年11月公表の調査結果による
と、Android Marketで開発者に支払われた合計金額
は2.4億米ドル（192億円）にすぎないという（資料2-1-5）。
この数字はApp Storeの約7％で、市場としての魅力が
薄いと言わざるをえない状況だ。他方で、状況は徐々に
改善されつつあるという見方もできる。2011年には
Android Market（当時）のユーザーインターフェースが
刷新され、以前よりアプリを探しやすくなった。リコメ
ンドも強化されている印象だ。また、グーグルによると、
OSのバージョンが上がるのに伴い、アプリの平均ダウン
ロード数が伸びる傾向にあるという。スマートフォンの
場合、2011年から2012年第1四半期まで主流だった
Android 2.3で、顕著にこうした兆候が表れているとい

う。2012年の夏以降は、スマートフォン向けのAndroid 
2.Xとタブレット向けのAndroid 3.Xを統合した、An-
droid 4.0を搭載した端末が多数登場する見込みだ。
リッチなアプリが動作するデバイスが増えれば、状況が
好転する可能性は十分あるだろう。また、Google Play
ではApp Store以上に課金の多様性が認められてい
る。上述したキャリア課金にも対応済み。すべての国で
導入されているわけではないが、すでにアプリ購入の過
半数がキャリア課金になっているそうだ。さらに、グー
グルの担当者は月額課金の導入準備を進めていること
も明かしている。Google Playで開始されれば、ユー
ザーや開発者に対するインパクトは大きいだろう。

その他の注目のプラットフォーム
このほか、マイクロソフトの「Windows Phone」にも、

「Windows Phone Marketplace」と呼ばれるアプリスト
アがある。Windows Phone自体のシェアがまだ小さく、
アプリの数もApp StoreやAndroid Marketとは比較
できる規模にはなっていないが、同社は世界2位の携帯
電話メーカーであるノキアと提携し、戦略的に端末を開
発している。今後、新興国市場にも強いノキアが低価格
帯のWindows Phoneを普及させるというシナリオも、
十分考えられるだろう。また、2011年第4四半期には
8.8％と、いまだに高いシェアを誇るBlackBerry OSに
も、目を配っておく必要がある。BlackBerryシリーズを
展開するリサーチ・イン・モーションは、タブレット端末
の「PlayBook」向けに新たなOSを投入。ここに使われ
ているQNXというOSをベースにしたスマートフォン向
けのプラットフォームが、「BlackBerry 10」だ。「App 
World」というストアを持ち、Android用のアプリも動作
するため、開発者は低い労力やコストでビジネスを展開
できる。もともとのユーザー数が多いだけに、OSの全
面刷新が吉と出るか凶と出るか。日本ではなじみのな
いBlackBerryだが、海外展開を考える上では行く末を
注視しておきたい。

時期 合計アプリ
ダウンロード数 総収入 開発者への支払い総額 有料アプリ

の割合
有料アプリの
平均金額

Android Market 2011年11月17日 67億5000万 3億4176万5335米ドル 2億3923万5734米ドル 1.3% 3.79米ドル
App Store 2011年9月30日 185億6633万1811 49億3961万1127米ドル 34億5772万7789米ドル 13.5% 2.01米ドル

出所　CNN

資料2-1-5　Android Market（現Google Play）とApp Storeの比較
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